
 

令和 6（２０２4）年度事業計画書 
（2024 年4 月1 日～2025 年3 月3１日） 

 

特定非営利活動法人 小児救急医療サポートネットワーク 

 

Ⅰ．事業の実施方針 

令和 6（2024）年度は、次年度に電話相談事業を受託できるよう、引き続き円滑な運営を行うこと、

相談技術の向上、入力やデータ処理の充実、大阪府における小児救急医療や子育てに貢献できるよう、

他の医療機関との連携や保護者への啓発を展開する。目標は以下の3点に集約する。 

 

 

 

 

 

Ⅱ．事業の実施に関する事項 

（１）小児救急等に関する相談事業 

  ①大阪府小児救急電話相談（#8000）事業 

【内 容】民間会社からの委託を受け、大阪府民を対象に夜間13時間の小児救急電話相談業務を 

円滑に遂行する。増加した回線数の有効利用についても、検討する。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所において実施。 

 【実施日時】通年夜間13時間 

 【事業の対象者】保護者など 

 【収 入】47,052千円（委託料47,052千円） 

 【支 出】47,052千円（人件費43,63２千円、謝金500千円、通信費100千円、 

消耗品費150千円、法定福利費554千円、公租公課2,100千円、 

雑費16千円） 

 

 ②相談受付票の電子化事業 

【内 容】電子化相談受付票の相談員の入力能力向上、事務局のデータ処理能力の向上を目指す。 

【実施日時】年間を通じて行う 

 【事業の対象者】事務局、相談員および相談対象の保護者 

【収 入】100千円（委託料100千円） 

 【支 出】100千円（人件費100千円） 

 

  ③データ集計事業 

【内 容】事務局で月々のデータ集計を行い、委託事業者に報告する。 

【実施日時】年間を通じて行う 

 【事業の対象者】事務局 

【収 入】100千円（委託料100千円） 

 【支 出】100千円（人件費100千円） 

 

１．電話相談事業受託に向けて、相談の充実を図る 

２．電話相談の知見を活用し、保護者支援・受け入れ機関との連携を模索する。 

３．NPO法人としての活動を強化する 



 

（２）普及啓発事業 

①小児救急電話相談に関する普及啓発事業 

【内 容】ホームページの充実に務める。保護者が利用できる動画案内やコラム、相談機関リスト掲

載と、会員ページの充実を図る。医師賛助会員を募集する。会報を作成し電話相談の理解

を深める。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所において実施。 

【実施日時】通年・会報は年2回 

 【事業の対象者】保護者・大阪小児科医会会員・その他小児医療に関わる者・他の電話相談機関 

 【収 入】480千円（委託料480千円） 

 【支 出】480千円（通信費480千円） 

 

 ②小児救急および家庭力向上に関する講座・講師派遣事業 

  【内 容】保護者対象の冊子を作成し、講座の方法を検討する。保護者対象の講座を可能な範囲で、 

そのための講師養成講座を3回予定する。ホームページを通じて啓発内容を提示する。 

その他、電話相談や保護者の家庭看護力向上に向けた講演・講座に講師を派遣する。 

【実施場所】大阪府内公共施設など 

【実施日時】通年 

  【事業の対象者】保護者・小児医療従事者・その他小児医療に関わる者 

  【収 入】２30千円（講師謝金30千円, 助成金２00千円） 

  【支 出】２30千円（印刷製本費200千円、賃借費30千円） 

 

（３）人材養成事業 

①電話相談員研修事業 

【内 容】大阪府♯8000相談員を対象とした電話相談の研修を、WEBも利用して年間5回 

開催し、その他必要に応じて個別研修を行う。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所・大阪府教育会館など 

【実施日時】6回 土曜午後・平日適宜 

  【事業の対象者】電話相談員・その他小児医療に関わる者 

  【収 入】240千円（委託料240千円） 

 【支 出】240千円（人件費100千円、旅費交通費30千円、印刷製本費30千円、謝金40 

千円、通信費10千円、消耗品費30千円） 

 

②電話応対スキルアップ研修事業 

【内 容】学会の WS を開催する。 

  【実施場所】第33回外来小児科学会会場（高山） 

【実施日時】年間１回  

   【事業の対象者】小児医療従事者 

   【収 入】100千円（参加費1.5千円×20人×１回、委託料70千円） 

   【支 出】1５0千円（旅費交通費150千円） 

 

（４）調査・研究事業 

①電話相談内容の分析事業 

【内 容】小児救急電話相談実績報告書において、年間の電話相談内容の分析を行い、まとめを 

作成する。また、相談内容からテーマを設けて分析を行い、学会発表や論文作成を行う。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所など 



 

【実施日時】通年・第33回外来小児科学会会場（高山） 

  【事業の対象者】小児医療従事者・その他小児医療に関わる者 

【収 入】92千円（委託料92千円） 

   【支 出】92千円（人件費20千円、印刷製本費50千円、消耗品費12千円） 

 

 ②新生児受け入れ体制整備事業 

【内 容】産婦人科医を対象にした調査結果について論文作成を行う。新生児の診療機関リストの 

充実を図る。新生児乳児電話相談マニュアルを作成する。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所・さぽネットホームページなど 

【実施日時】通年 

  【事業の対象者】小児医療従事者・産婦人科医会・その他小児医療に関わる者 

【収 入】50千円（冊子収益50千円） 

   【支 出】5０千円（雑費50千円） 

 

  ③話中電話検討事業 

【内 容】#8000で受電できない話中電話の件数調査を行い、回線数増加の影響を確認する。 

           調査結果の報告について、学会発表・論文作成を行なう。 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所・さぽネットホームページなど 

【実施日時】通年・令和6年度大阪府医師会医学会総会 

  【事業の対象者】#8000着信対象者 

【収 入】3,862千円（研究委託費3862千円） 

   【支 出】1,844 千円（人件費 600 千円、印刷製本費 100 千円、通信費 50０千円、消耗品費

100千円、減価償却費444千円、雑費１00千円） 

 

Ⅲ．事務局管理に関する事項 

【内 容】法人事業運営に必要な事務局作業を行う 

【実施場所】大阪府小児救急電話相談上本町事務所・NPO法人さぽネット事務所など 

【実施日時】通年 

  【事業の対象者】NPO法人さぽネットに関わる者 

【収 入】3,565千円（会費216千円、委託料3,349千円） 

   【支 出】1,824 千円（人件費1,456 千円、謝金50 千円、旅費交通費50 千円、消耗品費30

千円、減価償却費136千円、公租公課2千円、雑費100千円） 

 


